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１　教育目標

令和元年度　学校運営等に関する評価書

学校名 和歌山市立野崎小学校

作成日 令和２年（２０２０年）２月２９日

豊かな感性を身につけ、主体的に学習に取り組み、夢に向かってチャレンジする子どもを育てる。

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

○和歌山県学習到達度調
査で基本問題の正答率が
県平均を上回る。
○わかる授業や学ぶ楽し
さを実感する授業の実践。
（児童・教師90％）

○学校が楽しいと感じる。
（児童90％）
○友だちとなかよくできて
いる。（児童90％）
○いじめのない学校
（100％）

○朝ごはんを食べている。
（児童100％）
○休み時間には元気に運
動場で遊べている。（児童
90％）

○家庭・地域はそれぞれ
の役割を果たし、連携協
力している。（保護者90％）
○学校の教育活動や子ど
もの様子が保護者によく
伝わる。（保護者90％）

〇基礎タイムやフォロー
アップの取り組みは確かな
学力向上に大切である。
〇学びあい、話し合い活動
を重視した学習は、わかる
授業実践には大切である。
〇家庭学習は、保護者と
の連携が大切である。

〇道徳・人権教育は大切で
ある。充実した指導により、
心優しい子どもたちの育成
に努めてほしい。
〇担任の先生は、子どもに
寄り添った指導による学級
経営を心がけてほしい。

〇基本的生活習慣を身に
つけることは、心身の健康
を保つ基礎となるものであ
る。早寝、早起き、朝ごはん
の確立に努めてほしい。
〇寒い時期でも、元気に運
動場で遊ぶ体力づくりは、
大切である。

〇学校運営協議会を中心
として、地域と保護者と学
校が連携して、子どもたち
を育む体制づくりをさらに
推進することが大切であ
る。
〇地域の方々が、教育活
動に参加できる機会を持
つことが大切である。

○学習規律を身に付け、
学習習慣の定着を図る。
○家庭学習の内容の充実
と保護者との連携を図る。
○算数科を中心とした授業
力向上の研究に取り組む。
〇基礎タイムでは、各学年
の工夫した問題を取り組
む。

〇いじめアンケートを各学
期に実施することにより、
未然防止、早期発見、早期
対応につながり大切であ
る。
〇登下校での地域の見守
り隊、婦人会などの方との
挨拶をとおして、優しい気
持ちが育まれている。

〇子どもの体力低下が指
摘されている。学校での体
力づくり・健康づくりの取組
は大切である。
〇定期的に災害時の避難
訓練をすることは、大切で
ある。いざというときに、行
動できる子どもを育むこと
は重要である。

〇学校ＨＰ等を活用し、
もっと学校の教育活動に
関する情報を発信し、地域
や保護者など関係者に伝
えることが大切である。
〇地域の行事や活動につ
いても、学校に発信し、子
どもたちとの関わりを持つ
ことが大切である。

〇基礎タイムや放課後フォ
ローアップタイムの時間
に、基礎・基本問題を繰り
返し、学習を続けていくこと
が大切である。
〇読書活動の充実を図り、
読解力の向上に取り組む
ことが大切である。

〇道徳や人権教育につい
て、友だちを思いやる優し
さや自尊感情を育む教育
に力を入れてほしい。
〇日々、地域の方々のあ
たたかさに触れることによ
り、豊かな心は少しずつ育
まれている。

〇基本的な生活習慣が身
についていれば、何事にも
積極的になれる。これから
も継続してほしい。
〇食育という視点から、毎
日、おいしい給食を作って
いただき感謝いたします。

〇学校と地域が積極的に
関わることにより、子ども
たちに良い影響を与えるこ
とができる。
〇学校開放月間には、多
くの地域の方々が、学校を
訪れ見学されている。学校
の様子がわかり、良い取り
組みである。

〇学習の基礎となる、読む
力、書く力、話す力などを
つけるための指導の工夫
が重要である。
〇子どもが主体的に学ぼう
とする学習習慣を身につけ
させるため、家庭との連
携・協力を図るための体制
づくりが大切である。

〇いじめアンケートは、今
後も定期的に複数回実施
し、子どもの気持ちに寄り
添った指導を心がけてほし
い。
〇あらゆる機会をとおし
て、豊かな心を育む教育に
取り組んでほしい。
〇今後も「学校が楽しい」と
思える学校づくりをしてほし
い。

〇のざきっ子スポーツ校内
記録を活用し、具体的な目
標となる記録を示すのは、
子どものやる気を起こさせ
るのにも良いことである。
〇今後も、災害や不審者の
避難訓練、緊急時の下校
指導についても、機会を捉
え繰り返し取り組んでほし
い。

〇様々な行事を通して、学
校と地域の交流を深める
ことができれば、さらに地
域全体で子どもたちを見
守っていくことができる。
〇通学路や見守り活動を
通しての安全対策などに
ついては、今後も地域とし
て支援できるところはして
いきたい。

３　その他のご意見
〇各教室にエアコンが設置されるなど学習環境は整いつつあるが、学校施設の老朽化が進み、修繕が必要な箇所が増え、目立って
きている個所もある。子どもたちのために、早急に対応をしてほしい。
〇学校運営協議会が、もっと機能できるように計画・運営等で協力していきたい。学校と地域が共存して子どもたちのためという一心
のもと頑張っていきたい。


